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第
２
回
単
組
代
表
者
会
議 

を
５
月
30
日
、
全
国
一
般

大
阪
会
議
室
に

22
名
の

参
加
で
開
催
。
横
田
副
委

員
長
が
開
会
あ
い
さ
つ
、

座
長
と
し
て
議
事
を
進
め

た
。 

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
福
島
委
員
長
は
「
2022
春
闘

は
継
続
す
る
コ
ロ
ナ
禍
、
物
価
高
で
の
闘
い
、
岸
田
政
権

は
経
済
失
策
と
軍
事
費
増
を
推
し
進
め
る
な
か
で
国
会

答
弁
は
優
柔
不
断
で
は
ぐ
ら
か
し
や
ご
ま
か
し
対
応
に

終
始
し
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
口
実
に
核
共
有
、

反
撃
能
力
攻
撃
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
春
闘
は
物
価
高
の

中
で
中
央
、
地
方
を
含
め
て
全
国
一
般
大
阪
で
も
賃
金
や

一
時
金
闘
争
と
連
携
し
と
り
く
み
を
す
す
め
て
い
る
。
地

裁
・
労
働
委
員
会
の
闘
い
の
前
進
に
向
け
労
働
組
合
の
真

価
と
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
な
状

況
の
な
か
で
も
と
り
く
み
を
強
化
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。 

 

2022
春
闘
総
括
、
夏
季
闘
争
の
具
体
化
を
提
起 

議
事
で
は
太
田
書
記
次
長
が
①
2022
春
闘
中
間
点
検
・

総
括(

案)

、
道
脇
書
記
長
が
②
夏
季
闘
争
の
具
体
化
を
提

起
し
た
。
連
合
が
９
年
連
続
要
求
を
組
織
し
た
中
で
大
手

は
定
昇
・
賃
金
体
系
維
持
分
、
一
時
金
を
確
保
し
た
。 

 
 

し
か
し
昨
年
に
引
き
続
き
、
大
手
の
一
部
で
要
求
や
回
答

を
開
示
し
な
い
な
ど
課
題
を
残
し
た
。
全
国
一
般
な
ど
中

小
の
闘
い
は
、
昨
年
水
準
維
持
・
増
に
向
け
と
り
く
ん
で

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
全
国
一
般
大
阪
で
の
賃
上
げ
状
況

は
、
約
３
割
の
組
合
の
回
答
平
均
は
4551

円
と
前
年
を
上

回
っ
て
い
る
。
決
着
に
向
け
て
交
渉
を
継
続
し
て
い
る
職

場
は
、
夏
季
闘
争
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
一
方
で
、
権
利
侵
害
、
雇
用
確
保
な
ど
の
地
裁
、

労
働
委
員
会
の
闘
い
で
は
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
労
組
の
闘
い
は

36
号
事
件(

社
長
の
団
交
出
席
な
ど
）
救
済
申
立
は
和
解

が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
内
藤
証
券
労
組
は
、
34
号
、

61
号
併
合)

弁
論
和
解
調
査
が
継
続
し
て
い
る
。
ユ
ニ
オ

ン
お
お
さ
か
シ
ー
ク
ス
支
部
（
地
裁
敗
訴
・
高
裁
弁
論
）
、

マ
テ
ロ
ッ
ク
ス
支
部
は
、
地
位
確
認
（
堺
支
部
和
解
成
立
）

府
労
委
勝
利
命
令
・
行
訴
弁
論
和
解
中
、
ホ
ロ
ニ
ク
ス
支

部
は
仮
処
分
勝
利
後
の
本
訴
証
人
尋
問
（
７
・
１
）
、
抗 

  

端
を
発
し
た
ホ
ロ
ニ
ク
ス
・
医
誠
会
に
よ
る
不
当
な
損
害

賠
償
裁
判
は
弁
論
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
都
島

自
動
車
学
校
支
部
は
不
誠
実
団
交
・
不
当
労
働
行
為
救
済

申
立
（
５
・
12
）
を
行
い
、
経
営
側
の
不
当
性
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
。 

      

の
両
支
部
は
労
働
審
判
勝
利
後
の
解
雇
事
件
は
本
訴
の

弁
論
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
テ
ロ
ッ
ク
ス
支
部

は
府
労
委
勝
利
命
令
、
本
訴
弁
論
和
解
中
、
ホ
ロ
ニ
ク
ス

支
部
は
仮
処
分
勝
利
後
の
本
訴
、
ホ
ロ
ニ
ク
ス
・
医
誠
会

に
よ
る
損
害
賠
償
裁
判
は
弁
論
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
都
島
自
動
車
学
校
支
部
は
不
当
労
働
行
為
救
済
申

立
（
５
・
12
）
を
行
い
、
経
営
側
の
不
当
性
を
明
ら
か 

 

労
働
相
談
・
組
織
化
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
多
く
の

相
談
に
対
応
し
、
４
～
５
月
で
40
件
に
対
応
し
て
い
る
。

ユ
ニ
オ
ン
お
お
さ
か
へ
の
加
入
も
多
く
、
問
題
・
課
題
の

解
決
に
と
り
く
ん
で
い
る
。 

次
い
で
道
脇
書
記
長
が
②
夏
季
闘
争
方
針
（
案
）
を
提

起
し
具
体
化
を
図
ろ
う
と
呼
び
掛
け
た
。
情
勢
で
は
、
2020

春
闘
は
賃
金
引
き
上
げ
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
生

活
と
雇
用
・
職
場
確
保
も
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。 

安
倍
政
権
に
よ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
日
銀
の
マ
イ 

 

議
ビ
ラ
巻
き
に
端
を
発
し
た
ホ
ロ
ニ
ク
ス
・
医
誠
会
に
よ

る
不
当
な
損
害
賠
償
裁
判
は
証
人
尋
問
（
７
・
14
）
が

継
続
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
都
島
自
動
車
学
校
支
部
は

不
誠
実
団
交
・
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
（
５
・
12
）

後
、
証
人
尋
問
（
７
・
21
）、
経
営
側
の
不
当
性
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
。
さ
ら
に
大
阪
市
育
成
会
労
組
・
ア
ク
タ

ス
支
部
あ
っ
旋
が
継
続
さ
れ
、
Ｅ
Ｑ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
支
部
は
２
名

の
解
雇
事
案
で
本
裁
判
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。 

労
働
相
談
・
組
織
化
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
多
く

の
相
談
に
対
応
し
、
ユ
ニ
オ
ン
お
お
さ
か
へ
の
加
入
も
多

く
、
問
題
・
課
題
の
解
決
に
と
り
く
ん
で
い
る
。 

次
に
、
夏
季
闘
争
方
針
（
案
）
を
道
脇
書
記
長
が
提
起

し
具
体
化
を
図
ろ
う
と
呼
び
掛
け
た
。
情
勢
で
は
、
2022
春

闘
は
賃
金
引
き
上
げ
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
生
活

と
雇
用
・
職
場
確
保
も
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。 

岸
田
政
権
は
前
政
権
が
進
め
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
継
続

と
日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
は
破
綻
し
た
な
か
で
経

済
情
勢
は
、
日
銀
短
観
の
業
況
判
断
指
数
（
Ｄ
Ｉ
）
や
企

業
・
雇
用
状
況
が
悪
化
す
る
中
で
一
時
金
は
、
大
手
で
は

昨
年
微
増
の
回
答
を
ほ
ぼ
引
き
出
し
て
い
る
。
労
働
諸
法

制
の
課
題
で
は
、
残
業
代
ゼ
ロ
法
（
高
プ
ロ
）
の
廃
止
、

裁
量
労
働
制
の
適
用
拡
大
や
解
雇
の
金
銭
解
決
と
労
働

者
代
表
制
度
導
入
な
ど
に
反
対
し
て
い
く
。 

こ
う
し
た
な
か
で
、
全
国 

一
般
大
阪
は
夏
季
闘
争
を
と 

り
く
ん
で
い
く
。
一
時
金
は 

後
払
い
賃
金
と
し
て
位
置
付 

け
３
ヶ
月
（
年
間
６
ヶ
月
）、 

世
間
並
み
の
一
時
金
（
年
間 

150
万
円
、
夏
季
70
万
円
） 

を
確
保
に
と
り
く
む
こ
と
を 

め
ざ
し
て
い
く
と
し
て
提
起 

・
議
案
を
承
認
し
た
。 

そ
の
後
、
職
場
報
告
（
下 

段
に
詳
細
）
を
行
っ
た
。 

最
後
に
、
池
堂
副
委
員
長 

の
閉
会
あ
い
さ
つ
、
団
結
頑 

張
ろ
う
で
終
了
し
た
。 

 
 

 

 

第
２
回
単
組
代
表
者
会
議
開
催
！ 

 
 

 
 

2022

春
闘
中
間
点
検
・
総
括
、
夏
季
闘
争
の
具
体
化
確
認
！ 

 

職
場
の
と
り
く
み
と
現
状
と
課
題 

各
単
組
支
部
は
、
2022
春
闘
と
同
時
に
年
間
（
夏
季
）

一
時
金
交
渉
な
ど
に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
。
職
場
報
告

は
次
の
通
り
と
な
っ
た
。
◇
電
子
専
門
学
校
労
組
：
賃

上
げ
要
求
１
万
3500
円
、
夏
季
一
時
金
2.5
ヶ
月
、
交
渉
は

６
月
以
降
、
◇
Ｓ
Ｙ
Ｃ
労
組
：
賃
上
げ
回
答
3300
円
、
夏

季
一
時
金
2.5
ヶ
月
で
交
渉
を
継
続
、
◇
日
本
工
業
試
験

所
労
組
：
賃
上
げ
回
答
4000
円
、
日
当
手
当
100
円
増
、
賃

金
カ
ッ
ト
終
了
と
な
り
収
拾
の
報
告
、
◇
内
藤
証
券
労

組
：
夏
季
一
時
金
回
答
66
万
7983
円
（
1.82
ヶ
月
）
と
今

期
初
め
て
従
来
の
回
答
率
増
を
引
き
出
す
、
◇
永
大
産

業
労
組
：
賃
上
げ
回
答
（
定
昇
分
3135
円
）、
夏
季
一
時

金
昨
年
増
の
1.7
ヶ
月
で
妥
結
、
今
後
は
初
任
給
増
が
課

題
、
◇
前
川
労
組
：
賃
上
げ
回
答
定
昇
の
み
、
年
間
一

時
金
満
額
の
3.7
ヶ
月
で
妥
結
、
今
後
は
年
間
４
ヶ
月
、

賃
上
げ
獲
得
を
め
ざ
す
、
◇
サ
ン
ビ
ー
労
組
：
賃
上
げ

要
求
１
万
円
、
夏
季
一
時
金
要
求
２
ヶ
月
、
交
渉
は
６

月
以
降
、
◇
ソ
ニ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
労
組
：
賃
上
げ

回
答
3000
円
、
年
間
一
時
金(

夏
季
５
ケ
月
、
年
末
２
ヶ

月)

で
妥
結
、
◇
そ
の
他
諸
要
求
な
ど
の
職
場
課
題
は
以

下
の
通
り
。
□
パ
ー
ト
（
20
名
）
の
特
別
休
暇
（
慶
弔

規
定
）
が
無
給
と
な
っ
て
い
る
が
他
の
職
場
実
態
は
ど

う
か
、
◇
派
遣
会
社
（
子
会
社
）
で
は
、
交
通
費
100
％

（
最
大
月
15000
円
）
他
の
諸
手
当
も
同
額
（
パ
ー
ト
）、

一
時
金
は
格
差
有
、
◇
パ
ー
ト
の
特
休
は
な
し
、
コ
ロ

ナ
休
暇
は
社
員
並
み
と
な
っ
て
い
る
実
態
が
報
告
さ
れ

た
。
今
後
は
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
主
旨
に
則
り
と
り

く
ん
で
い
く
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。 

今
年
の
賃
上
げ
・
一
時
金
交
渉
で
の
特
徴
は
、
物
価

高
の
中
で
、
一
時
金
や
賃
上
げ
を
獲
得
し
、
昨
年
増
の

と
り
く
み
を
展
開
し
て
い
る
実
態
や
夏
季
一
時
金
の
交

渉
で
は
初
め
て
従
来
の
会
社
回
答
が
上
積
み
を
獲
得

し
、
一
定
の
成
果
を
勝
ち
取
っ
た
報
告
も
な
さ
れ
た
。 

ま
た
、
憲
法
改
悪
の
流
れ
の
中
で
、
９
条
改
憲
阻
止

を
含
め
た
職
場
内
学
習
会
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。
ま
た
争
議
支
援
（
地
裁
・
労
働
委
員
会
）
で

の
傍
聴
制
限
が
な
く
な
っ
て
い
る
報
告
が
あ
り
、
傍
聴

支
援
を
呼
び
か
け
た
。
今
後
、
各
職
場
は
賃
上
げ
、
一

時
金
闘
争
に
全
力
を
あ
げ
る
と
り
く
み
を
確
認
し
た
。 

 

  
 

 

青
年
女
性
部
野
外
交
流
活
動
へ
参
加 

全
国
一
般
大
阪
地
方
労
働
組
合 

書

記

次

長

 

太

田

崇

晴 

５
月
29
日
（
日
）
青
年
女
性
部
は
野
外
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
近
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
蔓
延
の
影
響
で
活
動
で

き
な
か
っ
た
が
久
し
ぶ
り
に
行
い
ま
し
た
。
目
的
と
し
て
は

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
で
戦
争
が
起
き
て
い
る
中
で
、

日
本
も
昔
は
戦
争
を
し
て
い
て
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ

ま
し
た
。
大
阪
で
も
市
街
地
を
中
心
に
合
計
８
回
の
空
襲
が

あ
り
、
約
１
万
５
千
人
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
戦
争
の
恐

ろ
し
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
青
年
部
の
若
者
に
も
見
聞
き
し

て
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
趣
旨
で
す
。
当
日
は
９
名

の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

ま
ず
は
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
に
行
き
、
大
阪
空
襲
の
実
態
の

写
真
、
実
物
資
料
、
戦
時
下
の
暮
ら
し
が
わ
か
る
展
示
物
を

見
学
し
、
日
清
・
日
露
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
ま
で
に
至
っ

た
経
緯
の
映
像
を
見
ま
し
た
。
ま
た
当
時
の
人
々
が
残
し
た

手
紙
な
ど
も
展
示
し
て
い
て
出
征
す
る
兵
士
の
手
紙
な
ど

を
読
む
と
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
一
通
り
の
見
学
を
終

え
て
大
阪
城
の
天
守
閣
付
近
の
史
跡
と
戦
跡
を
見
に
行
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。
天
守
閣
の
ず
れ
た
石
垣
や
山
里
曲
輪
石

垣
の
弾
痕
跡
な
ど
を
見
て
、
戦
後
77
年
も
経
っ
て
い
る
の
に

鮮
明
に
残
っ
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。 

 

私
の
子
供
の
頃
、
祖
母
が
自
分
の
戦
争
体
験
を
よ
く
聞
か

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
昔
は
終
戦
記
念
日
が
近
づ
く
と
戦
争
に

関
す
る
映
画
や
ア
ニ
メ
な
ど
も
よ
く
観
ま
し
た
。
学
校
で
も

授
業
な
ど
で
触
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
数
十
年
が
た
っ

た
今
、
戦
争
映
画
や
ア
ニ
メ
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
見
な
い
で
す

よ
ね
。
ど
ん
ど
ん
風
化
し
て
い
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
80
歳
以
上
の
人
口
比
率
も
9.6
％
と
な
り
、
戦
争
を
体

験
し
た
人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
中
で
、
そ
れ
を
聞
い

た
我
々
が
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
、
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
争
は
憎
悪
し

か
生
ま
ず
罪
の
な
い
市
民
が
犠
牲
に
な
る
極
め
て
許
し
難

い
行
為
で
す
。
今
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
侵
攻
に
対
し

て
強
く
反
対
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
を
広
め
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
今
の
世
界
情
勢
を
鑑
み
て
、
自
国
に
攻
め
込
ま
れ
た

ら
自
衛
の
た
め
に
核
を
所
有
す
る
と
言
っ
た
と
ん
で
も
な

い
暴
挙
を
決
し
て
許
さ
な
い
、
戦
争
な
ん
て
絶
対
に
や
っ
て

は
い
け
な
い
、
と
強
く
反
対
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 
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地裁・労働委員会 
◇サンプラザ労組 

・不当労働行為救済申立(第 36号)    2021/8/5 

・第 8回調査和解        2022/6/9(次回 6/27) 

◇内藤証券労組 

  ・第 2回不当労働行為救済申立（34号）  2021/7/16 

  ・追加申立（61号）           2021/10/29 

・第 7回調査(34・61号併合)    2022/5/30（次回 8/2） 

 ◇大阪市育成会労組 

  ・あっ旋申請              2022/1/28 

  ・第 3回あっ旋作業      2022/6/1(次回 8/22） 

◇マテロックス支部 

 ・不当労働行為救済申立         2019/9/2 

 ・府労委勝利命令            2020/5/10 

 ・会社地裁取消訴訟           2021/6/7 

・地裁行訴弁論          2022/6/8（次回 7/27） 

◇シークス支部 

 ・解雇撤回労働審判申立         2019/5/14 

 ・第 3回審判（勝利）          2019/9/2 

 ・地裁判決・敗訴            2022/3/28 

 ・控訴・高裁        2022/4/6（第 1回弁論 9/1） 

◇ホロニクスグループ支部 

 ・解雇撤回地位保全仮処分申立      2020/9/15 

 ・勝利決定               2021/2/15 

 ・本訴提訴               2021/3/18 

 ・第 8回弁論          2022/6/13（次回尋問 7/1） 

◇ホロニクス・医誠会損害賠償請求訴訟事件 

 ・損賠訴訟               2020/12/25 

 ・弁論           2022/4/27（次回尋問 7/14） 

 ◇都島自動車学校支部 

  ・不当労働行為救済申立（第 24号）    2021/5/12 

  ・第 3回審問    2022/6/14（次回反対尋問 7/21） 

 ◇内藤証券本社支部 

  ・労働審判申立             2022/5/21 

  ・第 1回期日      2022/7/1 

◇ＥＱＷＥＬ支部 

  ・地位確認提訴             2022/6/10 

◇アクタス支部 

  ・あっ旋申請              2022/5/12 

  ・第 1回期日      2022/7/8 

 

 

 

当面のスケジュール     
【2022.6】 

21(火)18:30 内藤証券労組団交   ＡＰ大阪 

22(水)15:00 ＥＱＷＥＬ支部団交  浪速区民センター 

   15:30 全国一般大阪退職者会幹事会 全国一般大阪事務所 

23(木)18:00 サンプラザ労組団交  本社 

   18:30 エスワイミハラ労組団交  美原文化会館 

24(金)16:00 連合大阪市内協幹事会  エルおおさか 

16:30 日照労組団交   職場 

18:30 東南地域協議会   サンビー労組 

25(土)16:00 都島自動車学校支部団交  職場 

27(月)18:00 南大阪地域協議会ＷＥＢ  永大産業労組 

   19:00 大阪市育成会労組団交  大阪市社会福祉ｾﾝﾀｰ 

29(水)18:30 北大阪地域協議会   全国一般大阪事務所 

30(木)18:30 サンプラザ労組執行委員会ＷＥＢ 全国一般大阪事務所    

【2022.7】 

04(月)18:00 サンプラザ労組団交  全国一般大阪事務所 

06(水)13:30 ハニューフード支部団交  会議室・心斎橋 

18:30 戦争あかんロックアクション 新町北公園 

08(金)15:00 阪南地域協議会   サンスクエア堺 

   18:00 委託連合執行委員会  大野コミュニティ 

10(日)    第 26回参議院選挙投開票（6/22公示） 

13(水)18:30 前川労組執行委員会 WEB併用 奈良事業所 

15(金)15:00 関西ブロック幹事会  全国一般大阪事務所 

   18:30 青年女性部幹事会   全国一般大阪事務所 

16(土)13:00 第 10回執行委員会   全国一般大阪事務所 

25(月)18:30 第 2回役員選考委員会  全国一般大阪事務所 

27(水)15:00 全国一般評議会四役会議 WEB併用 自治労会館 

28(木)09:30 全国一般評議会幹事会 WEB併用 自治労会館 

   13:30 全国一般第 39回地方代表者会議 WEB併用 自治労会館 

31(日)13:00 ロシアは停戦、今すぐ撤退集会 エルおおさか 

    

府本部第 143 回中央委員会開催 

鬼木まこと、石田敏高、両候補予定者がメッセージ！ 

自治労大阪は 6 月 16 日、ヴィアーレ大阪で中央委員会を開

催し参議院選挙など当面の闘争方針を決定した。今回の中央委

員会は対面の会議であるにもかかわらず、投票システム「e投

票」で出欠、採決を行うという自治労大阪初めての試みであっ

た。電子投票に不慣れな仲間も含め、すべての仲間がそれをや

りとげ方針案はすべて賛成多数で採択された。 

冒頭、中野委員長が挨拶し、コロナ禍、組合員が各職場で奮

闘するなか、諸物価が高騰し非正規労働者を含め賃上げが大き

な課題になっていること、また参議院選挙、鬼木まこと必勝が

最重要の課題になっていることを明らかにした。  

続いて参議院選比例区の鬼木まこと（自治労組織内）候補予

定者のビデオメッセージと大阪選挙区の石田敏高（立憲公認）

候補予定者の挨拶が行われた。鬼木まこと候補予定者は、コロ

ナ禍、地域をささえる公共サービスにしわ寄せ、また医療崩壊

が起きていることを問題にする一方で、安保法制、共謀罪成立

など平和・民主主義・人権が脅かされ、ウクライナの戦争を利

用した軍備増強、憲法改悪の動きがあるとして、「憲法守る」

取り組みを強調した。 

石田敏高候補予定者は、維新の強い大阪に民主主義を取り戻

すこと、公園をつぶしビルを建てていく維新の行政を変えてい

くことを訴えた。 

議案提起は府本部國眼書記長を中心に簡潔になされ 1～6 号

に及ぶ議案は電子投票で採択され、最後は中野委員長の「団結

ガンバロー」で中央委員会をしめくくった。厳しい選挙戦が予

想されるが、憲法と暮らしを守る鬼木まこと候補予定者ら立憲

候補必勝に向け全国一般大阪も全力をあげて取り組む必要が

ある。 

 

 

大阪府本部政策実現決起集会 

政策実現闘争勝利！ 6・9府本部総決起集会 

～職場に笑顔を取り戻そう～ 

全国一般大阪地方労働組合 

書 記 次 長  太 田 崇 晴 

6月 9日（木）、19時からエルおおさかにて、「政策実現闘争勝利！6・9府

本部総決起集会」～職場に笑顔を取り戻そう～に参加してきた。全国一般か

らは福島委員長、西村書記次長、太田書記次長、飯塚特別執行委員、土谷特

別執行委員らが参加した。当日はエルおおさかの 2Fの大ホールに 400人くら

いの参加があり、熱気で溢れていた。 

司会進行は府本部ユース部・西田会長が行い、府本部・中野執行委員長の

主催者あいさつでは参議院選での鬼木まことさんの圧倒的勝利を目指して一

致団結してがんばろうと発言をし、その後、5 名の来賓の方々があいさつを

行い鬼木まことさんの激励をした。次いで、セレモニーで大阪を拠点に活動

する和太鼓演奏グループ「絆」による熱のこもった演奏を聴き会場が盛り上

がった。 

そのあと、鬼木まことさんによる決意表明として、①公共サービスを拡充

し、公助を軸とした社会の実現、②全世代に対応する社会保障制度の構築、

③格差の無い持続可能な社会の実現、④男女が共に活躍できる社会の実現、

⑤平和な国際社会の実現、⑥地域分散型エネルギー社会への転換、の 6 つの

政策目標を掲げていた。公共サービスに携わる人の担い手不足、コロナの影

響で賃金が引き下げられているので労働環境を変えるべく、現場の声を国政

に訴えたい！と強く、そして熱く訴えていた。鬼木まこと応援団によるメッ

セージの発表のあと、藤本府本部副委員長による行動提起があり、最後は田

中府本部副委員長の団結ガンバローで締め括った。 

第 26回の参議院選挙公示は 6月 22日、参院選投開票は 7月 10日です。全

国一般大阪としても参議院比例代表選挙自治労組織内候補の鬼木まことさん

を推薦している。参議院の比例代表選挙は候補者の個人名での投票が重要となる

ので、当選に向けての奮闘を確認した。 

 

第26回参議院選挙闘争に全力をあげよう 

全国比例区・鬼木
お に き

 誠
まこと

（立憲民主党） 

大阪選挙区・石 田
い し だ

敏
と し

高
たか

（立憲民主党） 


